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余

の
陳
列
所








の
雨
垂





れ
落



に
積
重






ね
て
あ
る
打
製
石
斧








は
、
數



へ
て
は
見

ぬ
が
、
先

づ
謙
遜






し
て
六
七
千
箇

は
有

る
と
云

は
う
。
精
密






に
計
算






し
た
ら
、
或





は
一
萬



に
近



い
か
も
知

れ
ぬ
。

　
こ
れ
は
地

の
理

を
得

て
居

る
か
ら
、
斯

う
打
石
斧









を
多



く
集



め
ら
れ
た
の
で
あ
る
。
玉
川
沿
岸










に
は
打
石
斧









が
多



い
。
其

處

の
何

處

へ
行

く
の
に
も
余

の
宅



は
近



く
且

つ
都
合





が
好

い
。

　
そ
れ
に
余

は
蠻
勇






を
以



て
任



じ
て
居

る
の
で
、
一
度

採
集






し
た
物



は
、
い
く
ら
途
中





で
持
重






り
が
し
て
も
、

そ
れ
を
捨

て
る
と
い
ふ
事



を
爲

ぬ
。
肩



の
骨



が
折

れ
て
も
、
持

つ
て
歸



ら
ね
ば
承
知






せ
ぬ
。

　
人



は
打
石
斧









か
と
云

つ
て
、
奇
形





で
無

い
の
は
踏
付





け
た
儘



行

く
が
。
余

は
其
打
石
斧








だ
ら
う
が
、
石
槌






だ

ら
う
が
、
何

ん
で
も
彼

で
も
採
集
袋









に
入

れ
ね
ば
承
知






出

來

ぬ
。

　
故



に
、
ど
ん
な
不
漁





の
時



で
も
、
打
石
斧









を
五
六
本



持

つ
て
歸



ら
ぬ
事



は
無

い
位





で
あ
る
。
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打
石
斧









の
一
番



多


か
つ
た
の
は
、
深
大
寺







で
あ
る
。
此

所

で
は
先
輩






が
、
矢
張





打
石
斧









を
澤
山






採
集






し
た
。

　
何



も
そ
れ
を
目
的






と
い
ふ
譯



で
は
な
か
つ
た
が
、
三
十
六
年



の
六
月





二
十
三
日



で
あ
つ
た
。
望
蜀
生









と
共



に
陣
屋
横
町










を
立
出





で
た
。

　
此
日





は
荏
原
郡







縱
斷






を
試





み
る
つ
も
り
で
あ
つ
た
。

　
先

づ
權
現
臺








、
大
塚






、
洗
足
小
池









、
大
池






と
過

ぎ
、
祥
雲
寺
山










か
ら
奧
澤






へ
出

た
。

　
此
邊






ま
で
は
能

く
來

る
の
だ
。
迂

路

つ
き
廻



る
の
で
既



に
三
里

以
上






歩


い
た
に
關





ら
ず
、
一
向



疲
勞





せ
ぬ
。

此
時






既


に
打
石
斧









十
四
五
本



を
二
人





で
拾



つ
て
居

た
。

　
そ
れ
か
ら
下
野
毛









、
上
野
毛









の
兩
遺
跡








を
過

ぎ
、
喜

多

見

へ
出

た
。

　
大
分





疲
勞





し
て
來

た
。

　
路
傍





の
草



の
上



に
腰



を
掛

け
て
、
握
米
飯







を
喫



し
、
そ
れ
か
ら
又



テ
ク
リ
出

し
た
が
、
却
々






暑


い
。

　
砧

村







の
途
中





で
磨
石
斧









を
拾



ひ
、
そ
れ
か
ら
小
山





の
上



り
口



で
、
破
片





を
拾



つ
た
が
、
既

う
此

所

ま
で
に

五
里

近


く
歩



い
た
の
で
、
余

は
少



し
く
參



つ
て
來

た
。

　
八
王
子





街
道






を
横
切





つ
て
、
い
よ
〳
〵
深
大
寺







近


く
成

つ
た
の
が
、
午

後

の
五
時

過

ぎ
。
夕
立






で
も
來

る
か
、

空


は
一
杯



に
曇



つ
て
來

た
。

　
深
大
寺







の
青
渭
神
社










前


の
坂



ま
で
來

る
と
、
半
磨
製







の
小
石
斧







を
得

た
。

　
そ
れ
か
ら
横
手





の
坂



の
方



へ
掛



つ
て
見

る
と
、
有

る
わ
〳
〵
、
打
石
斧









が
、
宛
然






、
砂
利





を
敷

い
た
樣



に
散

布


し
て
居

る
。
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望
蜀
生









と
余

と
は
、
夢
中





に
成

つ
て
、
そ
れ
を
採
集






し
た
。
其
數






實


に
二
百





七
十
六
本



。
そ
れ
を
四
箇

の

大
布
呂
敷








に
包



み
、
二
箇

宛


を
分

け
て
持

つ
事



に
し
た
。

　
振
分





け
に
し
て
、
比
較
的







輕


さ
う
な
の
を
余

が
擔



い
で
見

る
と
、
重



い
の
重



く
な
い
の
と
、
お
話





に
な
ら
ぬ
。

肩
骨






は
メ
リ
〳
〵
響



く
の
で
あ
る
。

　
蠻
勇






に
於



て
は
余

よ
り
も
豪



い
望
生






も
、
少





か
ら
ず
ヘ
キ
エ
キ
し
て
見

え
た
。

　
そ
れ
で
一
先





づ
そ
れ
を
、
雜
木
林








の
中



へ
擔



ぎ
込

ん
で
。

『
如

何

だ
、
此
邊






へ
隱



し
て
行

か
う
か
』

『
然

う
で
す
な
、
埋

め
て
置

い
て
、
今
度





來

て
掘

り
出

し
ま
す
か
な
』

　
話





し
て
居

る
處





へ
、
突
然






、
林





の
中



か
ら
、
半
外
套









を
着

た
、
草
鞋





脚
半






の
、
變



な
奴



が
出

て
來

た
。

　
夏



、
黒
羅
紗







の
半
外
套









、
い
く
ら
雨
模
樣







で
も
可

怪

し
い
扮
裝





だ
。

　
此
方





か
ら
も
怪



し
い
奴



と
睨
付






け
る
と
、
向



ふ
か
ら
も
睨
付






け
て
。

『
お
い
』
と
來

た
。

『
何

ん
で
す
』
と
余

は
答



へ
た
。

『
何

處

か
ら
來

た
』
と
又



問

ふ
。
は
、
は
ア
密
行
巡
査










だ
な
と
覺



つ
た
。

『
東

京







か
ら
』

『
東

京







は
何

處

だ
』

『
品
川






‥
‥
』
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『
品
川
町








か
』

『
然

う
で
す
』

『
荏
原
郡







の
品
川
町








か
』

『
然

う
で
す
』

『
東

京







と
云

つ
た
り
、
品
川






と
云

つ
た
り
、
何
方





な
ん
だ
』

『
東
京
府
下









の
品
川
町








の
意

味

な
ん
で
‥
‥
』

『
何



を
し
に
來

た
の
か
』

『
い
ろ
〳
〵
調



べ
に
‥
‥
』

『
持

つ
て
居

る
物



は
何

ん
だ
』

『
こ
れ
は
掘

る
道
具





で
‥
‥
』

『
何



を
掘

る
ん
だ
』

『
石



を
‥
‥
』

『
石



を
？
』

　
人
相






の
惡



い
余

と
望
生






。
そ
れ
が
浴
衣





が
け
に
草
鞋





脚
半






、
鎌



や
萬
鍬






を
手

に
持

つ
て
居

る
。
東

京







だ
と

云

つ
た
り
、
又



品
川






だ
と
も
答



へ
る
。
怪



し
む
の
は
道
理





だ
。
そ
れ
が
又



石


を
掘

る
と
い
ふ
の
だ
か
ら
、
一
層



巡
査






は
怪



し
ん
で
。

『
そ
の
埋

め
て
隱

く
す
と
か
云

つ
た
な
、
其
布
呂
敷
包











を
開

け
て
見

せ
ろ
』
と
來

た
。
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此

所

で
余

に
餘
裕





が
有

る
と
、
之



を
開



く
の
を
拒



ん
で
、
一
狂
言









す
る
の
で
あ
る
が
、
そ
ん
な
氣

は
却
々






出

ぬ
。
ぶ
る
〳
〵
顫



へ
さ
う
で
、
厭



ア
な
氣
持





が
し
て
來

た
。

　
望
生






も
不
快






の
顏



を
し
な
が
ら
、
之



見

ろ
と
ば
か
り
、
布
呂
敷
包









を
解

く
と
、
打
石
斧









が
二
百
七
十
六
本



※

　
巡
査






、
唖
然





と
し
て
。

『
這

ん
な
物



を
如

何

す
る
？
』

『
こ
れ
は
學
術
上










の
參
考
材
料










で
あ
る
』

『
這

ん
な
物



は
何

處

に
で
も
有

る
ぢ
や
ア
な
い
か
』

『
然

う
有

る
や
う
な
ら
、
わ
ざ
〳
〵
此

所

ま
で
は
來

な
い
』

『
全
體






、
君
達






は
品
川






の
何

處

だ
』

『
陣
屋
横
町










四
十
番
地





四
十
一
番
地





』

『
四
十
番
地





か
い
、
四
十
一
番
地





か
い
』

『
屋
敷





は
兩

方







に
跨



が
つ
て
居

る
』

　
屋
敷





が
兩

方







に
跨



が
つ
て
居

る
と
い
ふ
柄



で
は
な
い
。
汗



だ
ら
け
の
浴
衣
掛









け
で
あ
る
。
が
、
實
際






余

は

此
時






、
四
十
一
番
地





に
住



し
、
角
力





の
土
俵





を
築



い
た
の
で
、
四
十
番
地





を
も
借

り
て
居

た
の
だ
。
大
分





茶
番





氣


が
さ
し
て
來

た
。

　
巡
査






は
い
よ
〳
〵
怪



し
み
な
が
ら
。

『
そ
れ
で
姓
名






は
‥
‥
』
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『
エ
ミ
タ
ヾ
カ
ツ
』

　
今
度





は
望
生






に
向



ひ
。

『
お
前



は
何

ん
だ
』

『
僕



は
此
人






の
從
者






で
す
』

　
從
者






も
主
人






も
同



じ
樣



な
の
だ
。
い
よ
〳
〵
怪



し
い
、
今
度





は
又



余

に
向



つ
て
。

『
職

業







は
何

ん
だ
』

『
ブ
ン
シ
だ
』

『
ブ
ン
シ
と
い
ふ
職

業







が
有

る
か
』

『
有

る
』

『
あ
ゝ
文
士





か
。
エ
ミ
タ
ヾ
カ
ツ
と
い
ふ
文
士





か
い
。
エ
ミ
‥
‥
　
あ
ゝ
、
江

見

‥
‥
　
水
蔭






さ
ん
で
す
か
』

『
然

う
で
す
』

『
そ
れ
な
ら
分



り
ま
し
た
』

　
馬

鹿





し
い
。
聞

い
て
見

る
と
、
強
盜






が
徘

徊







す
る
と
い
ふ
の
で
、
非
常
線








を
張

つ
て
居

た
の
で
あ
つ

た
。

　
斯

う
な
る
と
、
打
石
斧









を
隱



し
て
行

く
わ
け
に
も
行

か
ず
。
強
盜






と
間
違





へ
ら
れ
た
憤
慨






紛


れ
に
、
二
人





は

ウ
ン
〳
〵
汗



を
絞



り
な
が
ら
、
一
里

餘

の
道



を
境





の
停
車
場







に
出

で
、
其
夜





の
汽
車





に
乘

つ
て
、
品
川






ま
で
歸



つ
た
が
、
新

宿







の
乘
替






で
、
陸
橋






を
上
下






し
た
時



の
苦



し
さ
。
　
　
こ
れ
な
ら
ど
ん
な
責
任






で
も
背

負

つ
て
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立

て
る
と
、
つ
く
〳
〵
蠻
勇






の
難
有






さ
を
覺



え
た
。
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青
空
文
庫
情
報

底
本
：
「
探
檢
實
記
　
地
中
の
秘
密
」
博
文
館

　
　
　1909
（
明
治42

）
年5

月25

日
発
行

※
底
本
は
、
物
を
数
え
る
際
や
地
名
な
ど
に
用
い
る
「
ヶ
」
（
区
点
番
号5-86

）
を
、
大
振
り
に
つ
く
っ
て
い

ま
す
。

※
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
（http://dl.ndl.go.jp/

）
で
公
開
さ
れ
て
い
る
当
該
書
籍
画
像

に
基
づ
い
て
、
作
業
し
ま
し
た
。

※
「
深
大
寺
」
に
対
す
る
ル
ビ
の
「
じ
ん
だ
い
じ
」
と
「
し
ん
だ
い
じ
」
の
混
在
は
、
底
本
通
り
で
す
。

入
力
：
岡
山
勝
美

校
正
：
岩
下
恵
介

2018

年8

月28

日
作
成

青
空
文
庫
作
成
フ
ァ
イ
ル
：

こ
の
フ
ァ
イ
ル
は
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
図
書
館
、
青
空
文
庫
（https://w

w
w

.aozora.gr.jp/

）
で
作
ら
れ
ま

し
た
。
入
力
、
校
正
、
制
作
に
あ
た
っ
た
の
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
で
す
。
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